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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。

当時、 世界一のタイヤメーカーであったグッドイヤーの軌跡を記したものである。

※当時の記事を再現しているので、 現在と違った表現を使用する場合があります。

渡　辺　城一郎　氏　著

「
世
界
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
な

に
を
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
！
」
こ
の
自
信
に

あ
ふ
れ
た
呼
び
か
け
を
も
う
一
度
、
見
つ
め
て
み

る
と
「
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、

あ
な
た
の
た
め
に
な
に
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
よ
う
に
も
と
れ
る
。

ウ
イ
ン
グ
・
フ
ッ
ト
の
商
標
に
示
す
、
な
み
な
み

な
ら
ぬ
確
信
は
、
世
界
に
貢
献
す
る
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

を
卒
直
に
意
味
づ
け
て
い
る
。 
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Ｗ
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こ
れ
が
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
タ
イ
ヤ
・
ア
ン
ド
・
ラ
バ
ー

社
の
案
内
書
巻
頭
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
、
世
界

一
の
、
ゴ
ム
会
社
の
誇
り
高
き
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
あ
る
。 

い
ま
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ

オ
州
ア
ク
ロ
ン
に
本
拠
を
構
え
、
世
界
各
地
に

１
０
７
カ
所
の
生
産
設
備
を
持
ち
、
代
理
店
の
数

も
１
６
万
店
、
従
業
員
は
、
ざ
っ
と
１
２
万
名
、

傍
系
会
社
も
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
、

ケ
リ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
イ
ル
ド
・
タ
イ
ヤ
、
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
・
ス
テ
ー
ト
・
バ
ン
ク
、
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
な
ど
の
大
企
業
が
十
指
を
越
し
、
さ
ら

に
直
営
の
ゴ
ム
園
を
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

コ
ス
タ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
に
保
有
し
て
い
る
マ
ン
モ
ス
企
業
で
あ
る
。 

こ
の
世
界
に
、
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
巨
大
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
稼
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
売
り
上
げ

【第１回】

は
、
２
９
億
２
５
７
４
万
ド
ル
（
１
兆
５
３
２
億
６
０
０
０
万
円
＝
執
筆
当
時)

に
の
ぼ
り
、

前
の
年
の
１
９
６
７
年
は
、
２
６
億
３
７
７
０
万
ド
ル
と
い
う
か
ら
、
一
年
で
、
１
０
・
９
％
と

い
う
目
覚
し
い
上
昇
率
を
見
せ
て
い
る
。 

こ
れ
が
「
世
界
中
で
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
、
な
に
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
不
遜
な
ま
で
の
言
葉
を
よ
ど
み
な
く
、
口
に
さ
せ
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
日
本
と
の
関
係
も
深
く
、 

東
京
赤
坂
の
三
会
堂
ビ
ル
の
三
階
に
は
、
日
本
法
人
の
「
日

本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
」
が
あ
る
ほ
か
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
や
、
日
本
合
成
ゴ
ム
な
ど
と
、
各

種
の
技
術
提
携
も
し
て
い
る
。 

ア
ク
ロ
ン
の
本
社
の
明
る
い
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
た
一
室
に
１
３
の
椅
子
が
あ
る
。
中
央
の
ふ

た
つ
は
、
ラ
ッ
セ
ル
・
デ
ャ
ン
グ
会
長
と
、
１
０
代
目
の
社
長
、
ビ
ク
タ
ー
・
ホ
ル
ト
・
ジ
ュ

ニ
ア
の
指
定
席
で
あ
る
。
左
右
を
取
り
ま
く
１
１
の
席
は
、
３
０
億
の
収
入
を
手
の
ひ
ら
に
乗

せ
た
、
人
間
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
・
副
社
長
達
の
シ
ー
ト
だ
。
Ｇ
Ｙ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、
こ
の
１
３

人
の
タ
ク
ト
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
が
、
生
産
は
、
通
算
数
１
０
億
本
の
タ
イ
ヤ
だ
け
で
は

な
い
。
マ
イ
ル
ズ
副
社
長
は
、
６
年
前
の
一
九
六
年
、
創
立
６
５
周
年
を
迎
え
た
と
き
「
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
の
研
究
費
は
他
の
い
か
な
る
ゴ
ム
会
社
よ
り
も
大
き
い
。
タ
イ
ヤ
の
テ
ス
ト
費
だ
け

で
、
毎
年
４
５
０
万
ド
ル
、
テ
ス
ト
カ
ー
は
、
我
社
に
つ
ぐ
会
社
の
倍
走
っ
て
い
る
。
人
類
の

未
来
の
生
活
を
示
唆
す
る
合
成
ゴ
ム
、
ナ
ッ
ト
シ
ン
、
タ
フ
シ
ン
、
ケ
ミ
ガ
ム
、
化
学
木
材
な

ど
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
研
究
所
か
ら
生
ま
れ
、
さ
ら
に
宇
宙
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
、
人
工

衛
星
の
追
跡
ア
ン
テ
ナ
装
置
、
ジ
ェ
ミ
ニ
計
画
の
一
翼
を
担
な
う
な
ど
、
人
類
の
宇
宙
へ
の
発

展
に
ま
で
貢
献
す
る
」
と
語
っ
た
が
、
現
在
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
月
世
界
へ
の
第
一

歩
ア
ポ
ロ
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
や
、
人
工
心
臓
の
開
発
に
ま
で
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。 

１
８
９
８
年
、
わ
ず
か
１
３
人
の
従
業
員
達
が
、
古
ぼ
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
場
を
改
造
し
て
タ

イ
ヤ
の
製
造
に
乗
り
出
し
た
頃
、
誰
が
今
日
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
発
展
を
想
像
し
得
た
で
あ
ろ

う
か
―
―
。 

し
か
し
、
今
こ
こ
で
、
マ
ン
モ
ス
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
述
べ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な

い
。
こ
の
企
業
を
こ
こ
ま
で
支
え
て
き
た
生
命
力
が
、
な
ん
で
あ
る
か
を
、
そ
の
歴
史
の
中
か

ら
探
っ
て
み
る
の
も
興
味
深
い
事
で
あ
る
。
モ
ー
レ
ツ
企
業
、
モ
ー
レ
ツ
社
員
も
結
構
、
だ
が

そ
の
「
モ
ー
レ
ツ
」
の
言
葉
の
裏
に
、
あ
っ
て
ほ
し
い
「
ウ
ィ
・
ア
ー
・
リ
ビ
ン
グ
」
の
信
念
が
、
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
の
歴
史
を
か
り
て
掴
む
事
が
で
き
た
ら
・
・
・
・
・
・
と
い
う
希
望
が
、
こ
の
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
「
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
物
語
」
で
あ
る
。 

1898 年、グッドイヤーが、最初にタイヤを作った、シカゴ郊外にある、ダンボール工場



１ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
の

は
、
一
七
八
三
年
だ
が
、
創
世
の
歴
史
に

は

「
失
わ
れ
た
世
代
」
と
い
う
断
層
が
あ

っ
た
。

一
八
九
〇
年
代
に
生
ま
れ
、
世
界
大
戦
に

参
加
し
た
一
群
の
人
た
ち
を
指
す
が
、
戦

後
の
不
況
と
混
乱
の
な
か
に
あ
っ
て
人
生
の

方
向
を
見
失
い
、
わ
ず
か
に
自
我
を
唯
一

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
生
き
る
道
を
探
し
求
め

て
い
た
、
悲
痛
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
の
創
立
者

「
フ
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ベ

リ
ン
グ
」
は
、
こ
ん
な
時
代
を
背
景
に
青

年
期
を
送
っ
た
が
、
決
し
て
幸
福
と
は
い
え

な
い
青
年
期
で
あ
っ
た
。 

父
親
の
ジ
ョ
ー
ン
が
、
一
八
九
〇
年
代
の
不

況
の
あ
お
り
を
か
ぶ
っ
て
破
産
し
て
し
ま
い
、

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
借
金
返
済
の
た
め
に
、

あ
り
っ
た
け
の
家
財
道
具
を
馬
車
に
積
み

込
ん
で
、
シ
カ
ゴ
へ
急
い
だ
。 

ぬ
か
る
悪
路
、
馬
車
を
大
き
く
傾
斜
さ
せ

る
デ
コ
ボ
コ
道
、
手
綱
を
と
る
者
に
と
っ
て
、

馬
車
は
進
む
事
で
は
な
く
て
、
ム
チ
と
汗

と
力
で
動
か
す
事
だ
っ
た
。 

父
の
破
産
、
負
債
の
整
理
…
…
、
暗
く
沈

む
心
を
打
ち
消
す
よ
う
に
、
サ
イ
ベ
リ
ン

グ
は
馬
車
に
し
が
み
つ
い
た
。 

や
っ
と
、
平
坦
な
道
に
入
り
、
手
綱
を
ゆ

る
め
て
肩
の
息
を
お
ろ
し
た
時
、
遠
い
地
平

線
は
、
い
く
つ
か
の
星
を
仰
い
で
い
た
。 

「
借
金
を
軽
く
す
る
、
借
金
を
返
さ
な
く

て
は
」 

時
折
、
重
い
車
輪
は
小
石
を
跳
ね

る
。 

「
借
金
を
軽
く
す
る
方
法
？ 

車
を
軽
く
す

る
方
法
‥
‥
…
」 

「
車
を
軽
く
す
る
も
の
」 

「
車
を
楽
に
す
る
た
め
に
は
」 

シ
カ
ゴ
へ
の
道
は
、
こ
の
よ
う
な
つ
ぶ
や
き
の

道
に
な
っ
て
い
た
事
だ
ろ
う
。 

人
間
の
思
考
は
、
フ
ロ
イ
ド
の
学
説
に
よ
る

ま
で
も
な
く
、
意
外
な
連
想
反
応
を
見
せ

る
。
後
年
、
フ
ラ
ン
ク
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

社
の
商
標
と
し
て
、
ロ
ー
マ
神
話
に
出
て
く

る
、
商
業
と
通
信
の
神
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の

有
翼
の
足

「
ウ
イ
ン
グ
・
フ
ッ
ト
」
を
決
め

た
時
、
彼
は
、
こ
の
日
の
苦
し
い
シ
カ
ゴ
へ
の

道
を
想
い
起
こ
し
た
に
違
い
な
い
。 

車
を
軽
く
走
し
ら
せ
る
―
こ
の
連
想
は
、

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
人
生
を
大
き
く
変
え
て
い

っ
た
。 

や
っ
と
の
思
い
で
、
家
財
道
具
を
売
り
払
い
、

幾
ら
か
の
小
金
を
持
っ
た
サ
イ
ベ
リ
ン
グ

は
、
何
を
思
っ
た
か
、
シ
カ
ゴ
郊
外
に
あ
っ
た
、

古
ぼ
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
場
を
買
っ
て
し
ま

っ
た
。
友
人
達
は
、
こ
の
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の

発
作
的
行
動
を
見
て
、
ち
ょ
う
ど
童
話
の

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」
の
様
に
、
牛
を
売

り
に
町
に
出
て
行
き
、
ひ
と
握
り
の
豆
と

交
換
し
て
帰
っ
た
ジ
ャ 

ッ
ク
と
同
じ
よ
う
な

も
の
だ
―
―
と
腹
を
抱
え
て
サ
イ
ベ
リ
ン
グ

笑
い
者
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
豆
の
木
が

天
ま
で
伸
び
た
様
に
、
宇
宙
の
神
秘
を
ひ

も
と
く
豆
の
木
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

７
０
年
後
の
グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
の
姿
で
あ
る
。 

さ
て
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
、
車
輪
に
翼
を
つ

け
た
よ
う
に
、
速
く
軽
く
走
し
る
連
想
を

起
こ
さ
せ
た
重
い
馬
車
が
、
ど
ん
な
車
輪

を
着
け
て
い
た
か
、
あ
い
に
く
資
料
が
な
い

の
で
説
明
す
る
事
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

舞
台
を
日
本
に
移
し
て
、
時
代
の
背
景
を

う
か
が
う
の
も
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
連
想
の

動
機
を
理
解
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
思

う
。 ２サ

イ
ベ
リ
ン
グ
が
古
ぼ
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
工

場
を
買
っ
た
頃
、
つ
ま
り
、
明
治
３
０
年
前

後
と
い
え
ば
、
日
本
で
は
、
よ
う
や
く 

産

業
の
近
代
化
が
発
芽
し
よ
う
と
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。 

「
明
治
三
十
四
、
五
年
頃
か
ら
、
わ
が
国
に

お
い
て
も
、
自
転
車
タ
イ
ヤ
が
製
造
さ
れ

る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
外
国
に
お
い

て
は
。
１
６
９
０
年
に
発
明
せ
ら
れ
た
と
い

わ
れ
る
。
自
転
車
に
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
が
取
り
つ

け
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
１
８
７
８
年

(

明
治
１
１
年) 

頃
か
ら
で
、
さ
ら
に
、
英

国
の
獣
医

「
ジ
ョ
ン
・
ボ
イ
ド

・
ダ
ン
ロ
ッ

プ
」
が
、
空
気
入
タ
イ
ヤ
を
発
明
し
た
の

は
１
８
８
８
年
で
あ
り
、
１
８
９
３
年(

明

治
２
６
年)

夏
に
は
、
ジ
ェ
ー
・
エ
フ
・
パ
ー

マ
ー
に
よ
っ
て
、
精
巧
な
シ
ン
グ
ル
タ
イ
ヤ

が
ア
メ
リ
カ
に
出
現
し
、
同
年
イ
ギ
リ
ス
に

は

「
ダ
ン
ロ
ッ
プ
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
空

気
入
り
自
転
車
タ
イ
ヤ
の
製
造
が
開
始
さ

れ
、 

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
は
、
次
第
に
従
来

の
丸
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
を
自
転
車
界
か
ら
駆
逐

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」(

松
居
真
玄
著 

「
自

転
車 

全
書
」
明
治
３
６
年) 

こ
れ
は
、
当
時
の
車
輪
の
歴
史
を
綴
る
ひ

と
コ
マ
だ
が
、
日
本
で
の
タ
イ
ヤ
・
メ
ー
カ

ー
の
誕
生
は
、
明
治
の
終
り
か
ら
大
正
の

初
め
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
の 

発
明
し
た
空
気
入

り
タ
イ
ヤ
が
、
１
８
９
４
年(

明
治
２
７
年) 

に
ガ
ソ
リ
ン
で
走
る
よ
う
に
な
っ
た
自
動
車

に
取
り
付
け
ら
れ
、 

ゴ
ム
工
業
と
自
動
車

工
業
が
、深
い
絆
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
。 

そ
れ
こ
そ
、
車
を
軽
く
速
く
走
ら
せ
る
車

輪
と
し
て
発
達
、 

一
八
九
五
年
に
、
わ
ず

か
四
台
し
か
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車

台
数
は
、
１
９
０
１
年
に
は
、
１
万
４
８
０
０

台
と
な
り
、
タ
イ
ヤ
の
産
業
的
基
盤
が
広

く
認
識
さ
れ
始
め
て
き
た
。
日
本
で
は
、 

や
っ
と
一
台
目
が
輸
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
明

治
３
４
年
の
事
で
あ
る
。 

話
は
横
道
に
そ
れ
た
が
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
を
設
立
。
苦
難
の
道
を

辿
る
話
の
前
に
、
も
う
ひ
と
つ
頭
に
と
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
。
そ

れ
は

「
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
」
の
社
名
が
、
今
日
、

ゴ
ム
工
業
界
が
父
と
し
て
尊
敬
す
る
科
学

者

「
チ
ャ
ー
ル
ス
・
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
」
に
ち

な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
事
で
、
同
社
と

は
、
直
接
な
ん
の
ゆ
か
り
も
な
い
と
い
う
事

だ
。
し
か
し
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
が
世
界

一
の
ゴ
ム
会
社
で
あ
る
事
を
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
抜
き
に
し
て
語
る
事
は
で

き
な
い
。 

３コ
ロ
ン
ブ
ス
が
発
見
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

大
陸
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
西
イ
ン
ド
の

ヒ
ス
パ
ニ
オ
ラ
ー
、
今
の
ハ
イ
チ
島
に
立
寄
っ

た
時
土
人
達
が
弾
む
植
物
で 

遊
ん
で
い
る

の
を
目
撃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
に
知
ら
せ
た
の

が

「
ゴ
ム
の
記
録
の
最
初
」
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
珍
奇
物
質
ゴ
ム
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
た
ち
に
よ
っ
て
ク
ツ
、
ツ
ボ
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
事
で
実
証
さ
れ
、
１
８
世
紀
に
入

っ
て
初
め
て
科
学
的
研
究
が
行
わ
れ
て
き

た
。
１
７
３
５
年
、
パ
リ
の
学
士
院
は
、
南

米
に
探
険
隊
を
送
っ
た
。
そ
の
時
、
ペ
ル
ー

の
土 

人
達
が
、
樹
木
の
液
汁
を
布
地
に
塗

っ
て
油
布
を
作
っ
た
り
、
乾
燥
さ
せ
て
ツ
ボ

を
作
っ
た
り
、
ま
た
水
を
通
さ
な
い
ク
ツ
を

作
っ
て
い
る
事
を
知
っ
た
。 

グッドイヤー、社名のゆかりの人「チャールス・グッドイヤー」



そ
れ
か
ら
何
人
か
の
科
学
者
が
ゴ
ム
の
化
学

的
性
質
の
分
析
を
試
み
た
が
、
１
７
６
１
年
、

フ
ラ
ン
ス
の
科
学
者

「
マ
ッ
ケ
」
と

「
エ
リ
ッ

サ
ン
」
に
よ
っ
て
、
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
溶
解

し
な
い
ゴ
ム
が
、
精
溜
し
た
テ
レ
ピ
ン
油
と

エ
ー
テ
ル
で
溶
解
す
る
事
を
つ
か
み
、 

初
め

て
ゴ
ム
の
利
用
法
の
道
が
開
け
て
き
た
。
ま

た
、
こ
の
樹
脂
で 

摩
擦
す
る
と
、
紙
の
上

の
鉛
筆
や
汚
れ
が
よ
く
落
ち
る
こ
と
も
知

ら
れ
、
１
７
７
５
年
の
初
め
、
フ
ラ
ン
ス
の

文
房
具
店
の
ウ
イ
ン
ド
に
、
小
さ
な
立
方

形
の
字
消
し
ゴ
ム
が
登
場
し
て
い
る
。 

続
い
て
、
ゴ
ム
を
テ
ル
ン
チ
が
溶
解
し
、
軽

気
球
に
塗
っ
て
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
事
が
考
案

さ
れ
、
１
７
９
１
年
に
は
、
英
国
人

「
ピ
ー
ル
」

が
、
初
め
て
防
水
布
の
特
許
を
申
請
す
る

な
ど
、
ゴ
ム
開
発
の
気
運
は
高
く
な
っ
て
き

た
。 

１
８
世
紀
に
入
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン
プ

の
発
明
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
、
ド
イ

ツ
の
化
学
者

「
リ
ュ
ー
デ
ル
ス
ド
ル
フ
」
は
、 

１
８
３
２
年
に
、
テ
ル
ペ
ン
油
に
溶
解
し
て
粘

状
に
な
る
ゴ
ム
に
、
硫
黄
を
加
え
て
加
熱

し
た
溶
液
か
ら
作
っ
た
ゴ
ム
製
品
に
は
、
粘

着
性
が
な
い
事
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
の
技
師

「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
も
、
ゴ
ム

板
に
硫
黄
華
を
撒
い
て
同
様
の
効
果
を
挙

げ
る
事
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時

の
ゴ
ム
処
理
は
、
夏
に
は
く
さ
い
に
か
わ
の

よ
う
に
溶
け
、
冬
に
は
岩
の
よ
う
に
凍
っ
て

し
ま
う
欠
点
を
補
う
ま
で
の
発
明
に
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。 

今
で
こ
そ
、
ゴ
ム
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
欠
か

せ
な
い
物
資
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は

「
未

知
の
宝
」
と
し
て
、
多
く
の
一
発
屋
が
現

わ
れ
、
ゴ
ム
の
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
を
呈
し
た
も

の
だ
っ
た
。 

文
無
し
の
青
年
化
学
者

「
チ
ャ

ー
ル
ス
・
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
」
も
、
ゴ
ム
に
魅

せ
ら
れ
て
、
破
産
し
た
金
物
商
人
の
ひ
と

り
だ
っ
た
。 

「
ゴ
ム
に
は
、
必
ず
化
学
変
化

を
起
こ
さ
な
い
物
質
が
あ
る
」 

こ
の
信
念
は
、
彼
を
し
て
狂

人
の
よ
う
な
実
験
魔
に
追
い

込
ん
で
い
っ
た
。
材
料
を
買

う
た
め
に
、
家
族
の
衣
類
ま

で
売
り
払
い
、
１
２
人
の
子
ど

も
の
う
ち
、
６
人
ま
で
を
貧

困
の
犠
牲
に
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
ん
な
忠
告
も
彼
の
耳
に
は

入
い
ら
な
い
、
警
察
は
、
つ
い

に
負
債
未
払
い
を
理
由
に
彼

を
鉄
格
子
に
送
り
込
ん
だ
事

も
あ
る
。
こ
う
し
て
一
８
３
９

年
の
冬
、
つ
い
に
ゴ
ム
を
、
今

日
の
高
い
利
用
度
に
引
き
上

げ
た

「
加
硫
法
」
を
発
見
す
る
わ
け
だ
が
、

グ
ッ
ド

・
イ
ヤ
ー
社
に
残
さ
れ
た
伝
記
の

一
節
を
再
録
、
加
硫
法
の
誕
生
を
み
て
見

る
と
ー
こ
う
で
あ
る
。 

『
警
察
に
留
置
さ
れ
る
事
を
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

は
〝
ホ
テ
ル
に
行
く
”
と
呼
ん
で
い
た
。
ま

た
、
間
違
っ
た
発
見
が
、
た
ま
に
ゴ
ム 

の
品

質
を
改
良
し
た
時
な
ど
、
彼
に
も
わ
ず
か

な
が
ら
生
活
の
潤
う
事
が
あ
っ
た
り
、
ま

た
あ
る
企
業
家
の
援
助
を
受
け
る
事
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
製
品
は
、
ま
だ
ま
だ
不
満
足

な
も
の
で
あ
っ
た
。 

不
運
な
取
引
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
彼
は
、
ア

メ
リ
カ
政
府
と
ゴ
ム
処
理
を
し
た
カ
ン
バ
ス

か
ら
防
水
郵
便
袋
を
つ
く
る
契
約
を
結
ん

だ
。
彼
は
、
ゴ
ム
に
硝
酸
を
使
う
と
長
持

ち
す
る
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
の
で
、
出

来
上
が
っ
た
郵
便
袋
を
夏
の
丸
一
カ
月
間
、

倉
庫
に
し
ま
っ
て
家
族
と
一
緒
に
資
金
を

獲
得
す
る
た
め
の
旅
行
に
出
か
け
た
。
と

こ
ろ
が
、
帰
っ
て
み
る
と
、
郵
便
袋
は
、
熱

の
た
め
、
永
久
に
固
ま
っ
た
、
ひ
と
つ
の
物

体
に
変
り
果
て
て
い
た
。

４１
８
９
８
年
、
古
ぼ
け
た
ダ
ン

ボ
ー
ル
工
場
を
買
っ
た
、
フ
ラ

ン
ク
・
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
手

で
掴
み
、
足
で
引
っ
張
り
な

が
ら
作
る
、
原
始
的
な
技
術

で
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
製
造
に
は
げ

ん
で
い
た
。 

そ
し
て
同
年
８
月
、
熱
処
理

で
、
ゆ
だ
る
よ
う
な
そ
の
工

場
を
、
株
式
会
社
と
し
て
発

足
さ
せ
た
。 

額
面
１
０
０
ド
ル
の
株
を
、

９
０
０
株
発
行
し
、
１
１
人
の

出
資
者
が
フ
ラ
ン
ク
を
支
援

す
る
事
に
な
っ
た
。
従
業
員

は
わ
ず
か
の
１
３
人
。 

硫
黄
と
生
ゴ
ム
を
扱
う
手
の

ひ
ら
は
、
身
体
に
し
み
込
ん

だ
薬
品
の
匂
い
と
と
も
に
黄

色
く
変
色
し
て
い
っ
た
。

馬
車
を
軽
く
走
ら
す
事
を

念
願
と
し
て
作
ら
れ
た
タ
イ

ヤ
は
、
当
時
の
需
要
に
応
え

て
順
調
に
販
売
さ
れ
て
い
く

よ
う
に
見
え
た
が
、
障
害
は

意
外
に
も
早
く
や
っ
て
き
た
。

こ
の
年
の
１
２
月
、
同
業
の
、

ケ
リ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
社
に
、
馬
車
用
タ
イ
ヤ
の
製
造
に
つ
な

が
る
、
グ
ラ
ン
ト
特
許
が
下
り
た
の
で
あ
る
。

さ
っ
そ
く
次
の
日
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ー
ィ
ル

ド
社
か
ら 

「
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
馬
車
の
タ
イ

ヤ
を
つ
く
る
場
合
に
は
許
可
が
必
要
で
あ

る
」 

と
い
う
通
告
を
受
け
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
馬
車
タ
イ
ヤ
に
特
許
が

あ
る
事
な
ど
夢
に
も
知
ら
な
か
っ
た
だ
け

に
、
飛
び
上
が
っ
て
驚
い
た
。 

当
時
馬
車
用
タ
イ
ヤ
は
、
ソ
リ
ッ
ド
タ
イ

ヤ
で
、
消
火
ホ
ー
ス
の
よ
う
に
長
い
タ
イ
ヤ

を
、
ホ
イ
ー
ル
に
巻
き
つ
け
、
一
本
分
ず
つ

切
り
離
し
て
作
っ
て
い
た
。
ホ
イ
ー
ル
に
は
、

タ
イ
ヤ
を
は
め
込
む
ミ
ゾ
が
あ
っ
て
、
タ
イ

ヤ
の
中
心
に
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
が
通
し
て
あ
り
、

ワ
イ
ヤ
ー
の
両
端
を
ハ
ン
ダ
付
け
に
し
て
タ

イ
ヤ
と
ホ
イ
ー
ル
を
固
定
す
る
と
い
う
の
が

グ
ラ
ン
ト
特
許
だ
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
発
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
先
発

独
占
企
業
を
相
手
に
戦
い
、
し
か
も
負
け

て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
た
め
に

は
特
許
に
か
か
わ
ら
な
い
製
品
の
開
発
に

務
め
る
ば
か
り
か
、
そ
の
製
品
が
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
を
始
め
世
界
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
、 

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
特
許

を
持
つ
弁
護
士
ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル
デ
ン
と
激

し
い
特
許
戦
争
を
繰
り
広
げ
た
の
も
、
こ
の

時
代
で
あ
る
。

手足による製法は、今も大差がない（当時キャプション）


